
 C6000 DSP
JPEGエンコーダ説明書

06/21/02 Ver. 2.00

www.tij.co.jp

参 考 資 料

    
2

                                                                                  

JAJU070 

TIおよび日本TIは、本資料の記載に基づいて発生した問題や障害につきましては如何なる責任も負いません。 

この資料は、皆様のご参考、及びご理解の一助として頂くために日本テキサス・インスツルメンツ(日本TI）が独自に作成したもの

です。製品のご検討およびご採用にあたりましては必ず販売元の正規英語版の最新資料をご確認下さい。本資料と、販売元の正規

英語版資料の記載に異なる点がある場合は、販売元の正規英語版資料が優先いたします。 

                                                                              1



ご注意

免責（保証責任の排除）

本説明書は、日本テキサス・インスツルメンツ株式会社（以下ＴＩという）が利用者の為に便宜的に用意し

たものであり、AS-IS ベース（現状有姿）で提供されるもので、TI がこれを以って、何らかの保証または
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1. 概要

本説明書は、C6000 DSPを使用したJPEGエンコーダ・プログラム（jpeg_encoder_v20）につい

て説明します。

規格・参考文献

・ MIL-STD-188-198A

http://164.214.2.51/ntb/baseline/docs/188_198a/index.html

または、http://www.iecapc.jp/06/diffusenew/standards/science.htmlから、MIL-STD-

188-198Aをサーチして下さい。

・ ディジタル静止画像圧縮符号化関連勧告集, 新日本 ITU協会

2. 基本仕様

2.1. 仕様

・最大JPEGファイルサイズ ユーザー設定

・最大RGBサイズ ユーザー設定

・同時符号化ファイル数 １、但し拡張性を配慮

・基本方式 JFIF（DCT利用型シーケンシャル）

・基本フォーマット 411, 422, 444フォーマット

・サムネイル サポート無し

2.2. 構成

次に全体構成を示します。

2.3. 動作

test_rgb_data.c に配列として置かれる RGB データは、各処理の後 JPEG データに変換されて

jpeg_enc_buffer.c/hで定義される JpegData[ ]に置かれます。

RGB
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YBuffer[][]
CbBuffer[][]
CrBuffer[][]

McuBuffer[][][]RgbData[][]
16Line

JPEG
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JpegData[]

Down
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3. プログラムの構成

3.1. ディレクトリ構成

次のディレクトリから構成されます。

□ JpegEncoder

＋― jpegencoder.pjt ；プロジェクトファイル

｜

＋―□ Src

｜   ＋― □ Common ；基本的な共通ファイルが置かれます。

｜   ＋― □ Jpeg ；JPEG各関数が置かれます。

｜   ＋― □ main ；sample_main.c/hが置かれます。

｜   ＋― □ Tmp

｜

＋―□ C64 ；jpegencoder.cdb, jpegencodercfg.cmdが置かれます。

＋―□ C6211

＋―□ Tmp

3.2. ファイル構成

次のファイルから構成されます（.cと同名の.hは省略）。

common/basic_type.h ；基本的な再定義型を定義

common/system_type.h ；CPUなどの定義

main/sample_main.c ；メインルーチンのサンプル 

          jpeg/jpeg_enc_api.h                  ；JPEG encoder API

          jpeg/jpeg_enc_info.h                 ；JPEG_ENC_INFO構造体の定義

          jpeg/jpeg_enc_buffer.h

          jpeg/jpeg_encoder.c

          jpeg/jpeg_enc_buffer.c

          jpeg/jpeg_enc_debug_print.c

          jpeg/jpeg_enc_down_sampling.c

          jpeg/jpeg_enc_huffman.c           ；Entropy encoder

          jpeg/jpeg_enc_io.c

          jpeg/jpeg_enc_marker.c

          jpeg/jpeg_enc_quantization.c

          jpeg/jpeg_enc_rgb_to_ycc.c

          jpeg/jpeg_enc_table.c

          jpeg/test_rgb_data.c



                                             

   
6

4. データ構造

次のJPEG_ENC_INFO構造体がJPEG encoderのモードや重要なパラメータを保持します。

typedef struct _JPEG_ENC_INFO {

                     //// Encode mode

    WORD  wEncodeMode;                        // encode mode (411,422,444)

                    //// Input data

    UINT  nInputFileSize;                    // Input RGB file size, in bytes

    UINT  nCurrentData;

    WORD  wNumEffectiveBits;

    WORD  wCurrentData;

                      //// Output data

    WORD* pwOutputData;                      // non inserted 0 data

    BYTE* pbOutputData;                 // Jpeg data

    BYTE  bData;

                           //// Basic parameter

    WORD  wMcuSizeX;

    WORD  wMcuSizeY;

    WORD  wNumBlocksPerMcu; 

    WORD  wNumMcuLines;

    WORD  wNumMcusPerLine;

             //// Work

    WORD  wMcuLineCount;                      // MCU line count in the all MCU lines

    WORD  wMcuNumInLine;                      // MCU number in the MCU line

    WORD  wRestartIntervalCount;

    short sPrevDc[3];

    short sStartAreaLength;

    short sMiddleAreaLength;

    short sEndAreaLength;

                                //// Marker/Header data

    JPEG_ENC_APP  stJpegEncApp;

    JPEG_ENC_COM  stJpegEncCom;

    JPEG_ENC_DQT  stJpegEncDqt;

    JPEG_ENC_DHT  stJpegEncDht;

    JPEG_ENC_FRAME_HEADER  stJpegEncFrameHeader;

    JPEG_ENC_SCAN_HEADER  stJpegEncScanHeader;

} JPEG_ENC_INFO;
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5. プログラムの動作

5.1. common/system_type.h
    #define SYSTEM_CPU C64

    ・使用するDSPにより、C6211/C64を設定して下さい。

    #define SYSTEM_OS DSP_BIOS2

・DSP_BIOS2を設定して下さい。

5.2. jpeg/jpeg_enc_api.h
    #define JENC_MAX_NUM_JPEG_FILES (1)

・同時にEncode処理を行うJPEGファイルの数です。１に設定して下さい。

    #define JENC_MAX_NUM_BMP_LINES (1300)

    #define JENC_MAX_NUM_BMP_PIXELS (1900)

    #define JENC_MAX_NUM_JPEG_BYTES (4000000)

・ 入力RGBデータのサイズと出力JPEGファイルの最大値です。必要最小限の値に設定して下さ

  い。デフォルトはそれぞれ(300)、(400)、(100000) になっています。

    #define JENC_11_MODE (1) // 444 ( 1:1:1:1:1:1 )

    #define JENC_21_MODE (2) // 422 ( 2:1:1:1:1:1 )

    #define JENC_22_MODE (3) // 411 ( 2:2:1:1:1:1 )

・JPEG_ENC_INFO構造体のwEncodeModeに設定する値です。実際的には、sample_main.cの

  main()で次のように設定しています。

           JPEGAPI_InitJpegEncoder( pJpeg, JENC_21_MODE ); // JENC_11_MODE: 444

5.3. jpeg/jpeg_enc_debug_print.h
    #define JENC_DEBUG_PRINT TRUE // TRUE: print, FALSE: not print

  ・TRUEの場合、CCS（統合開発環境）のコンソールにデバッグ情報を出力します。

    #define JENC_SAVE_JPEG_DATA TRUE // TRUE: making jpeg file

・TRUEの場合、PC側JpegEncoderディレクトリに test_data.jpgが作成されます。

5.4. RGBデータの入力

test_rgb_data.c に配列として置かれるRGBデータは、sample_main.cでpbRgbData[3][16][ ]に

コピーされ実際の符号化に使用されます。

5.5. JPEGデータの出力

JPEGデータはJENC_bJpegData[ ]に置かれます。

jpeg_enc_debug_print.h で定義される JENC_SAVE_JPEG_DATA が TRUE の場合、PC 側

JpegEncoderディレクトリに test_data.jpgが作成されます。

<ご注意> 作成されるJPEG画像のサイズは小さく、画質の確認用ではありません。主にC64x

          でのSIMD命令使用時のテストベクタとして使用されます。
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6. 注意事項・発展項目

6.1. RGBデータの入力

sample_main.cでは16ラインのバッファを使用しています。実際の装置では、このような16ライ

ンのバッファを2面持ち、一方のバッファのRGBデータを符号化している時、もう一方のバッフ

ァには次のRGBデータをDMA転送する方法が勧められます。

6.2. JPEGデータの出力

出力JPEGデータはJENC_bJpegData[ ]に置かれます。実際の装置では、適切なサイズ（例えば、

512バイト＋α）のバッファを持ち、これに出力する方法が勧められます。この場合、データが512

バイトを超えた時、DMA転送によりデータを目的の場所に転送します。
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